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※定例研修は支部間で可能な限り日程がかさならないようにと努めています。所属支部の研修に出席できない時は、事前に支部長又はサポセンに連絡し都合の良い他支部の研修会に参加してください。
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     開催風景（南支部） 

▼ 総会・第一期定例研修 

主　　　催　　　者 （ ）

7 月 1 日 午前７:20～ ＪＲ和歌山駅頭・わか地下広場

・

・

・ 網走刑務所施設見学と社会資源研修 7 月 10 網走刑務所（道東観光）

・ 第２期定例研修　　「薬物事犯の処遇について」　講師　担当保護観察官 7 月 17 日 ビッグ愛601号室

・ 6 月 27 日 12:30～13:30 観察所1階会議室

・ 7 月 29 日 19:00～20:00 中之島公民館

・ 第２期定例研修　　「薬物事犯の処遇について」　講師　担当保護観察官 7 月 4 日 14:00～16:00 紀三井寺はやし

・ 南支部「社明月間講演会」（保護司・更女・各校区自治会役員等） 7 月 19 日 13:00～15:00 紀の国志学館

・ 第２期定例研修　　「薬物事犯の処遇について」　講師　担当保護観察官 8 月 8 日 13:30～15:30 河北コミュニティーセンター

・ 第63回「社会を明るくする運動」実施説明会 6 月 20 日 13:30～15:30 河北コミュニティーセンター

・ 第63回「社会を明るくする運動」地区街頭啓発活動 7 月 20 日

・ 7 月 25 日 19:00～21:00

・ 7 月 1 日 時間場所については

和歌山市更生保護女性会 ・ ～ 各分会事務局にお問い合わせください

7 月 31 日

・ 更生保護女性会中央ブロック研修会 8 月 30 日 10:00～15:30頃 中央コミュニティーセンター

・ 7 月 1 日 時間場所については

和歌山市ＢＢＳ会 ・ ～ ＢＢＳ会事務局にお問い合わせください

7 月 31 日

応募作品送付先
和歌山県保護司会連合会 平成２５年度 締切日 和歌山市２番丁２和歌山保護観察所内

第６３回”社会を明るくする運動”作文コンテスト募集活動 9 月 6 日 第63回社会を明るくする運動
和歌山県ＢＢＳ連盟 和歌山県推進委員会

　又は該当地区推進委員会事務局

和歌山県更生保護女性会連盟

（7月1日～31日)は各ＪＲ線・私鉄線の沿線各駅頭

第６３回「社会を明るくする運動」実施期間中（関係団体と協調して）

（7月1日～31日)は各ＪＲ線・私鉄線の沿線各駅頭

　　　　　　　　　　　　　　　　学校行事・地域行事で広報・啓発

6 紀三井寺はやし

北支部
11:00～ パームシティー

第63回「社会を明るくする運動」ミニ集会 加太総合交流センター

月 19 日 10:30～14:00

27 日 13:30～15:30

第63回「社会を明るくする運動」周知物品仕分作業

第63回「社会を明るくする運動」ミニ集会

日
時間については
地区責任者に

①中地区：中央コミセン②河南地区：河南
コミセン③河北地区：直川支所強調月間中（7月1日～31日)は各沿線駅頭・学校行事・地域行事で広報・啓発

日～12日

・ 第２期定例研修　　「薬物事犯の処遇について」　講師　担当保護観察官 6 月

開催日

観察所１階会議室

時間 開催場所等

第６３回「社会を明るくする運動」街頭広報活動和歌山保護司会

東支部

第６３回「社会を明るくする運動」実施要領説明会・意見交換会
6 月 21

行　　事　　名 内　　　　　容

南支部
・ 第１回役員会　＆　各校区別街頭啓発周知物品仕分作業会

第６３回「社会を明るくする運動」実施期間中（関係団体と協調して）

西支部

　　　　　　　　　　　　　　　　学校行事・地域行事で広報・啓発

西谷由利子 三木　衛 濱路壽一 山本　久

副部長 鈴木　彰 松尾幸一 宮所俊次 井上節夫

監　　　事

温品圭司

中村四郎 川島英男 硯　昌宏 角田秀樹

協力組織部
部　長 森田昌伸 平田良子

浅井晴美

宇治田幸雄

中谷武也 梅本街子 杉谷睦生 宮本　二

大道　眸

犯罪予防
活動部

部　長 玉井良弘 海野佳広 北口　勲

内海敏雄 三木　衛 木村晶三

中村亜雄

副部長

秦　昭長 上野俊憲 小野圭子

北野愛子

副部長
長濱ツヤ子 結城正博 高松陽子 西山光俊

- - - 西本憲夫

副部長 坂本記美子 佐藤孝博 池田五十一 有本晴行

研　修　部

部　長 乾　吉晴 林　吉男 武内優子

東 支 部

田村亘繪 　森　幸子　

西 支 部 南 支 部 北 支 部

副　支　部　長 山田恒次 高橋照臣 樫畑直尚 小川史乗

支　部　長 小西健之 西村順子 奥田雅晴

事　務　長 前　晴夫 得津壽美代 畑口道夫

乾三千代

平成25～26年度・和歌山保護司会各支部役員一覧表(太字は新任)

役　　職　　名

総　務　部
部　長 野々村邦夫 岩橋利茂

丹生和生

副　事　務　長 乙井八重子 中村咲子 - -


